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研究成果の概要（和文）：学習者が自律的に設計した学習計画と、改善が望まれる学習技能に費やしたと自己申告され
た時間が、IELTSの4技能のセクションにて習熟度を高めるのに貢献するかを研究した。英語学習者である大学生ボラン
ティア20人の学習開始前と学習後のテスト結果と、自律学習実践のデータを関連させた。彼らは23週、週1回90分のゼ
ミで集まった。データは、学習者の省察、出口調査、本研究者の記録、学習前後のIELTSのスコアを含む。研究では制
約もあったが、楽しみのため自己選択した学習に週6.5-8.5時間以上、向上させたい分野に活発に従事することで、習
熟度が高まるという結果を得た。自律学習は語学熟達に利点があると示唆する。

研究成果の概要（英文）：This research asks if language study-plans designed autonomously by learners and s
elf-reported amount of time spent on the desired four-skill(s) contribute to greater language proficiency 
on the four-skill sections of the IELTS test. To achieve this aim, the results of pre- and post-IELTS test
s of 20 EFL volunteer university students and the data was correlated with their autonomous language learn
ing practices. The participants met in seminars for one weekly 90-minute learner-conducted session for 23 
weeks. The data included the students ' reported reflections on their self-study, an exit survey, field no
tes, and the pre- and post-IELTS test scores. The limitations were significant, yet the results indicate t
hat participants made proficiency gains by actively engaging in self-selected language study for enjoyment
 by partaking in 6.5 to 8.5 or more hours per week on the language skills they want to improve, suggesting
 there is merit for proficiency gains through autonomous study.
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１．研究開始当初の背景 
（１）過去 30 年間、言語教育分野の研究者

は学習者の自律理論の考察を網羅的に深め

てきており、教室の現場における学習者の自

律の実践に関わる示唆に富む研究成果が着

実に現れてきている。しかし、学習者の自律

と言語習熟度との関連に焦点を合わせると、

言語習熟度を測定する学習者の自律研究は

これまでになされてはいるものの（以下を参

照 Kurugöllü, 2013; McCarthy, 2014）、その数

はきわめて少ない。だが、数多くの学習者が

個人的な理由、あるいは職業的な理由で、英

語の集団基準準拠テストのスコアを向上さ

せることを望んでいると考えることができ

るので、この領域における学習者の自律研究

には意味があると考えられる。  

 

（２）また、学習者の自律過程について、こ

れまで詳細な分析がなされてきており、学習

者のフラストレーションを減少させること

が、学習者が言語学習の内容について、支配

する能力を高める点が強調されてきた（以下

を参照 Graves & Vye, 2011; Vye, Barfield & 

Anthanasiou, 2010; Vye, 2009）。しかしながら、

学習者の自律を促進しながら、英語の習熟度

の変化を測定することは、これまでかならず

しも考慮されてこなかった。したがって、本

研究の文脈における学習者の英語４技能の

発達を研究し、その結果を言語教育と言語学

習における自律をテーマとするより大きな

研究コミュニティと共有することが重要で

あると考えた。 

 

２．研究の目的 

（１） 本研究者に期待される主たる教授目

的は、高等教育レベルでの TOEIC, TOEFL, 

IELTS 等の英語の集団基準準拠テストにおい

て4技能を改善するように学習者に促すこと

であるので、当然ながら、学習者としての学

生の自律を高める上で本研究者が果たすべ

き役割について、まず考察を行った。 

 

（２）続いて、以下の問いを立てて考察する

ことにした。言語学習センターである 

English Resource Center で学習する 20 名の日

本人、外国人の大学生によって自律的に設計

された学習計画と、改善が望まれる学習技能

（リスニング、リーディング、ライティング

かつ／またはスピーキング）に費やしたと自

己申告された時間は、IELTS の４技能のセク

ションにおけるレベル帯で、より高い言語習

熟度が測定されるのに貢献するかどうか、で

ある。 

 

３．研究の方法  

（１）参加者：科学と人文学を専攻する２０

名の大学生。女性が１１名、男性が９名であ

る。２０名の内１６名が日本人であり、残り

の４名については、３名がマレーシア、１名

が中華人民共和国からの留学生であった。本

研究への参加者全員が、英語と日本語による

同意文書に自発的に署名した。本研究者も学

習者のプライバシーを守ることに同意する

文書に署名した。 

 

（２）研究の期間：２０１１年の１１月から

２０１２年の７月までの２３週間、学習開始

前に IELTS を受験し、学習後に IELTS 受験し

た後まで、それぞれの参加者は本研究者と週

に一度９０分会った。興味深いことに、２０

名の参加者の内、１９名が、英語を正課とし

て教える他の国で正式に英語を学習するこ

とに何らかの関係があった。７名の日本人参

加者は以前に外国で学んだことがあり、８名



の日本人学生は、２セメスターの間、交換留

学生として留学する予定で準備をしている

ところであり、４名の外国人は、現在日本に

留学して学習している。 

 

（３）学習開始前の IELTS 受験と、学習後の

IELTS受験：IELTSが選ばれたのは、IELTSが、

学習者のリスニング、リーディング、ライテ

ィングとスピーキングの能力を評価するも

のであり、言語学習センターで学習する本研

究の参加者には最良の評価ツールと考えら

れたからである。その理由は、IELTS が参加

者がもっとも改善したいと考えている２つ

の技能であるスピーキングとリスニングの

両方を測定するだけでなく、スピーキングの

習熟度を、テストを受ける不安を緩和するコ

ンピュータを使うことなく、面接官と直接に

話すことにより測定することにある。 

 

（４）セミナー・セッション：言語学習セン

ターに来た参加者は、個々人で、あるいは協

同して、学習開始前の IELTS 受験と学習後の

IELTS 受験のあいだに行う、自ら選択した英

語学習計画を設計するよう求められた。参加

者は小集団のセミナーで２３週の間、週に１

度集まった。それぞれのセミナーの参加者は、

４名から７名であった。本研究の開始時には、

参加者の英語習熟度は、IELTS の全体のスコ

アで 4.5-7.5 であり、活発に英語学習に取り

組んではいたものの、大多数は、自身の英語

能力に自信が持てない状態にあった。こうし

た要因から、本研究者は、セミナー・セッシ

ョンにおいて、より強い自信を持ちながら英

語学習を進めていくために、もっと自らの内

にあるもの見いだすことができるように、こ

うした学習者を支援することに焦点をあて、

そのことにより、参加者の仲間からの支援、

また仲間ほどではないにしても本研究者か

らの支援も受けながら、確かな情報に基づく

選択を行い、自分自身の学習戦略が立てられ

るよう配慮をした。 

 

（５）セミナー・セッションの外で自主的に

学習する学生：セミナー・セッションの外で

は、参加者は個々に意図した、それぞれのニ

ーズにもっとも合致した学習計画を立てた。

それから、自らがどのように言語学習を発展

させたかを自己学習についての自己申告に

よる省察の形で記録し、また何を練習し、学

習したか、またそれぞれの活動におおおよそ

週に何時間を使ったか、また、学習した内容

について省察した後の学習目標に何を設定

したいか等を出口調査の形で聞き取り、記録

した。それから参加者は、学習していること

について、セミナーの仲間と情報を共有し、

新しい発想や、学習戦略を生み出し、自らの

経験についてフィードバックを得た。 

 記録された自律的な言語学習は主に以下

のものがあった。 

 

a) インターネット上の、権威ある、｢評価

の高い｣サイトや、言語学習センターにある

教材を使用する。 

 

b) 友人と一緒になって英語を使って時間

を過ごす。 

 

c) 交換留学生が、留学先の国に住む人々に

聞かれることが予想される質問に備えるた

めに、日本文化について勉強する。 

 

d) 音読やシャドウイングの要素を入れた、

エクステンシブ・リーディングを行う。 

 

さらに、主に自発的に楽しむことを目的とし

た英語学習の方法と、その学習に費やす時間

は、参加者のあいだで多様性が見られた。 

 



（６）データの対照：学習後の IELTS 受験が

終了した後、IELTS の 2 回の試験で測定され

た言語習熟度が改善した領域と、学習者の言

語学習に関する省察、本研究者による出口調

査と考察ノートの記録を対照させた。 

 

４．研究成果 

 以下に、データから導き出される結論を述

べる。 

 

（１）リスニングの習熟度の結果：20 名の参

加者の内 18 名が、オンラインのリスニング・

ビデオ、ポッド・キャスト、DVD を使用して,

個人の楽しみを目的として、自らリスニング

の活動を行ったと述べた。彼らの内 10 名が

リスニングのスコアで、＋0.5 の増加が見ら

れたが、4名のスコアには変化がなかった。9

ヶ月間の実践を通して共通して言えること

は、自ら楽しみながら行った活動のリスニン

グの時間が、週に 7.5 時間かそれ以上の場合

は、IELTS のスコアは改善したか、同じであ

り、このことは、楽しみを目的としたエクス

テンシブ・リスニングの有効性を示唆してい

る。 

 

（２）スピーキングの習熟度の結果：シャド

ウイングや、友人、知人との会話を通して、

18 名の参加者が練習をした。少なくとも週に

8.5 時間を使った 10 名は、(時には大きく）

スピーキングのスコアが上昇した。 3 名は

＋1.5、2名は＋1.0、5名は＋0.5上昇させた。 

 

（３）ライティングの習熟度の結果：15名の

参加者が、楽しみを目的としたソーシャル・

メディア、Eメール、かつ／またはエッセイ・

ライティングの練習という自律的学習によ

り、ライティングの習熟度を高めることを選

んだ。1名の参加者は＋1.5 上昇し、3名が＋

1.0、5名が＋0.5 上昇した。この 9名の学習

者に共通した特徴は、もしライティングに費

やした時間が週に 6.5 時間か,それ以上であ

ればIELTSのスコアが上昇したということで

ある。 

 

（４）リーディングの習熟度の結果：参加者

の専攻科目と選択科目で課される、広範な英

語のリーディングの量が増えているため、セ

ミナーの外での読書時間を測定することが

残念ながらできなかった。こうした科目は日

本語で講義されるが、英語でのリーディング

の量を増やす傾向にあり、このリーディング

に費やされた時間を本研究者が測定するこ

とはできず、IELTS のリーディングのスコア

と対照させることはできなかった。 

 

（５）留学の要因と結果：20 名の内 19名が、

以前に留学経験がある、あるいは英語を使っ

ての留学準備をしている学生であり、言語学

習センターに集まる一般の学生とは大きく

異なり、このことと、習熟度の変化には一定

の相関があることが推測される。 

 

（６）海外旅行への意欲と結果：（５）と関

連するが、参加者が海外旅行、交換留学、か

つ／または外国での非営利組織でのボラン

ティア活動に関わる情報を共有したことで、

自然に旅行が活発に行われるようになり、本

研究期間中に、20 名の内 13 名が 16 の異なる

国々を訪問した。このことは、学習者が社交

的な文脈に置かれることで、セミナーでのテ

ーマが明確な討議を生みだし、言語学習を超

えて個々の人生に影響を与え、海外旅行の頻

度を増やすことにつながったと考えられる。 

 

（７）全体としての結論：参加者の人数に制

限があったこと、研究期間が 9 ヶ月（23 週）

と短かったこと、４技能は相互に関連してい

て、完全に分離して考察することは不可能で



あること、参加者が、参加以前に一定の学習

者の自律を獲得していたこと、といった制約

が本研究にはあった。しかしながら、学習者

がもっとも向上させたいと考えている領域

あるいは複数の領域で少なくとも週に6.5時

間から 8.5 時間かそれ以上、楽しみを目的と

して自ら選んだ言語と活発に接触すること

によって、参加者の言語習熟度が向上したこ

とを結果は示していると考えられる。 
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